
「第２期大分市民のこころといのちを守る自殺対策行動計画（案）」の市民意見公募において寄せ

られた意見等の概要とそれに対する本市の考え方 

 

 

意見提出期間：令和６年 12月 11日（水）～令和７年１月 10日（金） 

意見の提出者：２人 

意見件数：２件 

 意見の概要 意見に対する本市の考え方 

１ 計画の概要に「女性に対する自殺対策の推

進」とありますが、女性に比べて男性の方が

自殺者数が多いので男性に対しても力を入

れてはいかがでしょうか。 

 

自殺対策は、性別問わず、全ての市民に対す

る生きることの支援であり、自殺の要因とな

る様々な悩みの解決に向けた支援をしてい

くことが重要であると考えています。 

コロナ禍以降は女性の自殺者が増加傾向に

あることから、国は自殺総合対策大綱におけ

る重点施策として女性の自殺対策を掲げて

おり、本市においても取組を進めているとこ

ろです。 

今後も、誰もが自殺に追い込まれることのな

い社会の実現に向けた取組を充実させてま

いります。 

２ 新聞等の報道で、子どもの自殺が増えている

と見ました。インターネットや SNSの利用が

当たり前になるなど、子ども達を取り巻く環

境が大きく変わり、偏った情報による誹謗中

傷やいじめなど、大変なことが多いのではな

いかと思います。子どもに対する自殺対策に

も力を入れて欲しいです。 

 

子どもに対する自殺対策は、その子どもの特

性や置かれた環境等を理解した上で、困りや

悩みを周りにいる大人が早期にキャッチし

て適切な対応を行うとともに、子どもに対し

て自身の身近な大人に SOS を発する方法を

教えていくことが重要であると考えていま

す。 

子どもと接する機会の多い小中学校や教育

委員会、子ども家庭支援センターや児童相談

所等の関係機関との連携を推進し、子どもへ

の取組の充実を図るとともに、社会全体で子

どもを見守る環境づくりに取り組んでまい

ります。 

 


